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SP2を用いたグリーンランドNEEMにおける積雪中ブラックカーボンの測定
SP2 analysis of black carbon in snow at NEEM, Greenland
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2010年にグリーンランド NEEMのピットで採取された積雪中のブラックカーボン (BC)の分析を行った。ピットの深
さは 3.4mで 3‐7cm毎に 1試料採取した。BC濃度の分析には SP2(Single Particle Soot Photometer)を用い、Ohata et al.
(2011)の方法を応用した。融かした雪試料中の BC粒子は超音波ネブライザーで微小な液滴として噴霧され、その後加熱
によって揮発せず残る BC粒子が SP2に導入される。SP2はレーザー誘起白熱法を利用した BC測定装置で、レーザーを
照射して個々の BC粒子が発する白熱光を検出し、その強度から各 BC粒子の質量が測定される。白熱光シグナルのキャ
リブレーションには、fullerene sootを用いた。また、5種類の粒径の異なる PSLs(polystyrene latex spheres)を使いネブラ
イザー粒子化効率を測定し、ネブライザーでのエアロゾル化中の BC粒子損失の影響を補正した。BC濃度の季節変動を
水安定同位体比との比較により評価し、またイオン成分の濃度変動との比較を行った。
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